
（別紙３）

～ R8年　1月　30日

（対象者数） 17 （回答者数）
14

～ R8年　2月　13日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員間での情報共有や、他事業所、学校などとの定期的な

情報交換会に参加する。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動やそれぞれ行動するタイミングをずらす。

特性に合わせてグループ化し活動を分ける。

屋外スペースや近所の公園を利用しながら、可能な範囲で室

内にいる人数を調整している。

2

連絡担当・送迎担当をできるだけ固定化し、情報把握・共有

がしやすいように調整している。

3

利用者人数に対して施設が狭い 民家をリフォームした施設の為、バリアフリー化や

利用者の特性に合わせて活動の場を分けるのが難しい。

施設全体の職員の人数や名前など、保護者の方が不明瞭に思わ

れている部分が多い

保護者の方が参加するプログラム等が無く、

実際に保護者に会う職員が限られている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

自宅への送迎を行っているため、家庭の様子や最近の様子を把

握しやすい

送迎の際、定期的に最近の家庭での様子や、他事業所での

様子の聞き取りを行っている

○事業所名 放課後等デイサービスつぼみ

○保護者評価実施期間
R8年　1月　19日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


